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小笠原の花・木・鳥・魚

花 ムニンヒメツバキ 木 タコノキ

鳥 ハハジマメグロ 魚 アオムロ

ﾀﾞﾑ 貯水率

5/25現在

父島

94.5/100

母島

95.6/100

４月気象状況（父島）

最高気温 27.9℃

最低気温 18.2℃

平均気温 22.9℃

平均湿度 80％

月降水量 35.5mm

住民基本台帳登録者数（5/1）

2,580人

父島 母島

人口 2,113人 467人

世帯 1,170 254

ＮＯ．６４６

平成2７年(2015)

６/１(月)

小笠原 ―OGASAWARA－

村村民民だだよよりり

※村長選挙の立候補者が１名の場合は、投票はおこないません。
（投票所入場券も送付しません。）

【選 挙 日 程】

告 示 日 ７月 ７日（火）

繰上投票日（母島） ７月１１日（土） 午前７時から午後８時まで

投 票 日（父島） ７月１２日（日） 午前７時から午後８時まで

開 票 日 ７月１２日（日） 午後９時から（即日開票）

【投 票 所】
父 島 ： 小笠原村地域福祉センター

母 島 ： 母島村民会館

◎投票所へは投票入場券を持参してください。

（入場券が投票日前日になっても届かない場合や、記載事項に誤りがある場合はご連絡ください。）

最近、転入届を出された方 および ２０歳になられた方 へ、あなたは有権者でしょうか？

あ な た の → 平成 ７年 ７月１４日以降 → 投票できません

生年月日は？ → 平成 ７年 ７月１３日以前

↓

小笠原村に転入の

届出をしたのは

いつですか？

→ 平成２７年 ４月 ６日以前 → 投票できます
（※村外へ転出された方は除く）

→ 平成２７年 ４月 ７日以降 → 投票できません

７月１２日（日）は小笠原村長選挙の

投票日です。

＜母島は７月１１日（土）繰上投票＞

皆さん忘れずに投票しましょう。
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【期日前投票制度について】

投票日当日に投票所へ行けない方は、期日前に投票をすることができます。

期日前投票は、投票日前であっても投票日当日と同じように投票することができる制度です。

期日前投票所へは、投票所入場券を持参してください。

◎投票の対象者 ： 期日前投票を行う日に選挙権のある方で、かつ投票日当日に投票できない事由がある方

（「宣誓書」の提出が必要です。）

◎期日前投票期間 ： ７月８日（水）～７月１１日（土）

※母島の期日前投票期間は、７月１０日（金）までとなります。

◎期日前投票所の場所と受付時間 ： 父 島 村役場総務課 午前８時３０分 ～ 午後８時

母 島 母 島 支 所 午前８時３０分 ～ 午後６時

【７月７日（火）以降、父島～母島間で転居された方の投票について】

◎父島 から 母島 へ転居された方 ： ７月１２日（日）の投票日に 父島 で投票となります。

※７月１０日(金)までに母島で期日前投票を行うこともできます。

◎母島 から 父島 へ転居された方 ： ７月１１日（土）の繰上投票日に 母島 で投票となります。

※７月１１日(土)までに父島で期日前投票を行うこともできます。

☆ 期日前投票の受付場所・時間を以下の表でご確認ください。

（ ○ ＝ その場所において期日前投票できます。 × ＝ 期日前投票できません。）

期 日 前
投 票 場 所

７月８日（水）
～７月１０日（金）

７月 1 1 日 （土 ）
（母島繰上投票日）

父島 から 母島 へ

転 居 さ れ た 方

父島 村役場
(午前８時３０分～午後８時)

○
○

母島 母島支所
(午前８時３０分～午後６時) ×

母島 から 父島 へ

転 居 さ れ た 方

父島 村役場
(午前８時３０分～午後８時)

○
○

母島 母島支所
(午前８時３０分～午後６時) ×

【小笠原村以外の区市町村での不在者投票について】

町村の長の選挙は、告示日から選挙期日（投票日）までの期間が５日間と短く、また、本村においては、本土

との交通が船便のみという事情も加わり、今回の選挙におきましては「不在者投票の請求」をされても村外に

おいて投票した不在者投票は投票日（選挙期日）までに小笠原村への送致が間に合わず無効となりますので予

めご了承ください。

（内地において不在者投票をすることのできる日が7月8日(水)からとなりますが、7月12日(日)がおがさわ

ら丸東京出港日となるため）

●問合せ先 小笠原村選挙管理委員会事務局 ２－３１１１
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父
島
返
還
祭

今
年
も
、
小
笠
原
諸
島
の
日
本
復
帰
を
記
念
し
た

父
島
返
還
祭
を
実
施
し
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
夜
店
の
出
店
を
行
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
６
月
20
日
（土
）午
後
５
時
か
ら

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場

●
問
合
せ
先

総
務
課
総
務
係

２
―
３
１
１
１

母
島
返
還
祭

５
月
31
日
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
今
年
の
母
島
返
還
祭
は
、
前
夜
祭
、
当
夜
祭

で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
す
。

前
夜
祭
、
当
夜
祭
で
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

表
彰
式
、
花
火
大
会
、
演
芸
大
会
お
よ
び
夜
店
の
出

店
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
６
月
20
日
（土
）前
夜
祭

６
月
21
日
（日
）当
夜
祭

両
日
と
も
午
後
６
時
30
分
か
ら

【
場
所
】
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園

●
問
合
せ
先

母
島
返
還
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（母
島
支
所
庶
務
係
）

３
―
２
１
１
１

小
笠
原
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
即
売
会

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会
で
は
、
島
民

の
皆
さ
ま
に
よ
り
多
く
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
ご

購
入
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

の
即
売
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

ポ
ス
タ
ー
・チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
６
月
９
日
（火
）午
後
５
時
～

【
場
所
】
Ｊ
Ａ
父
島
支
店
駐
車
場

●
問
合
せ
先

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会

（産
業
観
光
課
内
）

２
―
３
１
１
４

認
定
農
業
者
・
認
定
就
農
者
制
度

認
定
農
業
者
制
度
・
認
定
就
農
者
制
度
と
は
、
農

業
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
す
る
農
業
者
や
、
こ
れ
か

ら
新
た
に
就
農
し
よ
う
と
す
る
方
が
立
て
た
計
画
を

市
町
村
が
認
定
し
、
そ
の
計
画
の
実
現
に
向
け
た
農

業
者
・
就
農
者
の
取
組
を
関
係
機
関
・
団
体
が
連
携

し
て
支
援
し
て
い
く
制
度
で
す
。

農
業
経
営
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
意
欲
・
新
た
に

農
業
経
営
を
営
も
う
と
す
る
意
欲
が
あ
り
、
自
ら
作

成
す
る
「
農
業
経
営
改
善
計
画
」・「
青
年
等
就
農
計

画
」
が
村
の
農
業
基
本
構
想
に
即
し
て
い
る
方
で
あ

れ
ば
、
誰
で
も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
申
請
希
望
者
個
別
相
談
会

認
定
農
業
者
・
認
定
就
農
者
の
申
請
に
必
要
な
要

件
や
提
出
書
類
の
書
き
方
に
つ
い
て
、
個
別
相
談
を

行
い
ま
す
。
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。(

事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す)

【
日
時
】

《
父
島
》
６
月
29
日(
月)

午
前
９
時
～
午
後
５
時

《
母
島
》
６
月
24
日(
水)
午
後
１
時
30
分
～
午
後

５
時

６
月
25
日(

木)

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く

【
場
所
】

《
父
島
》
村
役
場
２
階
会
議
室

《
母
島
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室

◎
農
業
経
営
改
善
計
画
・
青
年
等
就
農
計
画
の
提
出

【
提
出
締
切
】
７
月
10
日
（
金
）

【
提
出
先
】
村
役
場
産
業
観
光
課
ま
た
は
母
島
支
所

●
問
合
せ
先

産
業
観
光
課

２
―
３
１
１
４

教
育
委
員
会
委
員
の
紹
介

教
育
委
員
会
は
、
教
育
行
政
の
基
本
方
針
や
重
要

施
策
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
意
思
を
決
定
す
る
合

議
機
関
で
す
。

４
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
小
笠
原
村
教
育
委
員
会
で

委
員
長
お
よ
び
委
員
長
職
務
代
理
者
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

小
笠
原
村
の
教
育
委
員
は
、
教
育
長
を
含
め
４
名
で
す
。

教
育
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

【
委
員
長
】

綱
島

修
（母
島
）

【
委
員
長
職
務
代
理
者
】

佐
藤
文
彦
（父
島
）

【
委
員
】

上
床

祝
（父
島
）

【
教
育
長
】

伊
藤
直
樹

※
教
育
長
を
除
く
委
員
の
任
期
は
、
平
成
30

年

４
月
27
日
ま
で
で
す
。

※
委
員
長
お
よ
び
委
員
長
職
務
代
理
者
の
任
期
は
、

教
育
委
員
会
新
制
度
へ
の
移
行
ま
で
の
経
過
措
置

期
間
で
あ
る
平
成
27
年
９
月
25
日
ま
で
で
す
。

●
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７

小
笠
原
村
教
育
委
員
会
の
点
検
・評
価

（平
成
26
年
度
分
）の
公
表

「地
方
教
育
行
政
の
組
織
お
よ
び
運
営
に
関
す
る

法
律
」に
基
づ
き
、
村
教
育
委
員
会
は
、
教
育
委
員
会

の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
お
よ
び
執
行
の
状
況

に
つ
い
て
点
検
お
よ
び
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
に

関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
、
議
会
へ
提
出
す
る
と
と

も
に
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

点
検
お
よ
び
評
価
の
対
象
は
、
「小
笠
原
村
教
育
委
員

会
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
主
要
施
策
」に
つ
い
て
で
あ

り
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
施
策
や
事
業
の
進
捗
状
況

を
取
り
ま
と
め
、
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
取
し
、
教
育

委
員
会
に
お
い
て
、
こ
の
点
検
・評
価
が
行
わ
れ
ま
す
。

平
成
26
年
度
分
の
点
検
お
よ
び
評
価
の
報
告
書

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
事
務
局
お
よ
び
母
島
支
所
に
て

閲
覧
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７

硫
黄
島
掃
海
訓
練
に
よ
る
操
業
制
限

硫
黄
島
周
辺
海
域
で
防
衛
省
に
よ
る
掃
海
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

訓
練
期
間
中
は
制
限
水
域
で
の
航
行
や
操
業
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
制
限
期
間
】
６
月
19
日
（金
）～
28
日
（日
）

【
制
限
水
域
の
範
囲
】
左
図
の
と
お
り
（ア
～
ウ
区
域
）

●
問
合
せ
先

総
務
課
総
務
係

２
―
３
１
１
１

国
勢
調
査
の
実
施

本
年
10
月
１
日
に
「
平
成
27
年
国
勢
調
査
」
を

実
施
し
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
国
内
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人

を
対
象
に
行
う
人
口
や
世
帯
に
つ
い
て
の
調
査
で
、

大
正
９
年
か
ら
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
今
回
で
20
回

目
と
な
り
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
が
、
と
り
わ

け
今
回
の
国
勢
調
査
は
東
日
本
大
震
災
後
に
行
わ
れ

る
初
の
調
査
と
な
り
、
非
常
に
重
要
な
統
計
デ
ー
タ

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
回
答

で
き
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
」
も
全
国
的
に
導
入
さ

れ
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３
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観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
報
告
会

村
で
は
、
実
際
に
来
島
さ
れ
た
観
光
客
を
対
象
に

小
笠
原
の
観
光
に
関
す
る
詳
細
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
平
成
26
年
度
分
の
集
計
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

実
際
に
来
島
さ
れ
た
お
客
さ
ま
の
評
価
や
ニ
ー
ズ

を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
魅
力
的
な
地
域
づ
く

り
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

《
母
島
》
６
月
26
日
（金
）午
後
７
時
～

《
父
島
》
６
月
27
日
（土
）午
後
７
時
～

【
場
所
】

《
母
島
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室

《
父
島
》
Ｂ
―
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室

【
報
告
内
容
】

１
．
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
の
内
容

２
．
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
の
結
果

３
．
調
査
結
果
に
よ
る
旅
行
者
の
傾
向
と
「
小
笠

原
の
観
光
」
へ
の
提
言

【
報
告
発
表
者
】

日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
理
事

楠
部

真
也
氏

●
問
合
せ
先

産
業
観
光
課

２
―
３
１
１
４

国
民
健
康
保
険
税

【
保
険
税
の
賦
課
限
度
額
の
変
更
】

医
療
分
…
51
万
円
か
ら
52
万
円
に
変
更

高
齢
者
支
援
分
…
16
万
円
か
ら
17
万
円
に
変
更

介
護
保
険
分
…
14
万
円
か
ら
16
万
円
に
変
更

【
保
険
税
の
軽
減
】

国
民
健
康
保
険
税
に
は
、
低
所
得
世
帯
や
中
間

所
得
世
帯
を
対
象
に
、
世
帯
主
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
所
得
の
合
計
額
が
一

定
の
所
得
よ
り
少
な
い
世
帯
に
つ
い
て
は
、
納
税

の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
軽
減
措

置
が
あ
り
ま
す
。

小
笠
原
村
で
は
、
均
等
割
と
平
等
割
に
つ
い
て

７
割
、
５
割
、
２
割
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

軽
減
制
度
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

所
得
の
申
告
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

軽
減
制
度
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
世
帯
主
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
全
員
が
申
告
を
済
ま

せ
て
い
る
世
帯
に
限
ら
れ
ま
す
。

１
人
で
も
未
申
告
者
が
い
る
と
軽
減
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
収
入
が
な
い
方
で

も
所
得
の
申
告
は
必
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

※
軽
減
判
定
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
な
い
世
帯
主
の
所
得
も
含
め
て
判
定
し
ま

す
。
（保
険
税
の
計
算
に
は
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
主
の
所
得
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
）

【
倒
産
・解
雇
や
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
を
さ

れ
た
方
へ
の
保
険
税
軽
減
】

非
自
発
的
失
業
者
の
方
は
申
請
の
手
続
き
を

す
る
と
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

《
対
象
者
》離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期

間
に
お
い
て
、

〇
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（倒
産
・解
雇
な

ど
に
よ
る
離
職
。
離
職
理
由
コ
ー
ド

11
、
12
、

21
、
22
、
31
、
32
の
方
）

〇
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者
（雇
い
止
め
な

ど
に
よ
る
離
職
。
離
職
コ
ー
ド
が
23
、
33
、
34

の
方
）

た
だ
し
、
特
例
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給

資
格
者
は
、
こ
れ
ら
の
離
職
コ
ー
ド
で
あ
っ
て

も
対
象
外
で
す
。

※
特
例
受
給
資
格
者
証
の
右
上
に
は
「特
」と
、
高

年
齢
受
給
資
格
者
証
の
右
上
に
は
「
高
」
と
表

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
申
請
場
所
》
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
母
島
支
所

《
持
参
す
る
も
の
》「雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」、

印
鑑
（ス
タ
ン
プ
タ
イ
プ
印
鑑
不
可
）

●
問
合
せ
先

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３

小
笠
原
小
学
校

学
校
公
開

小
笠
原
小
学
校
で
の
学
校
公
開
は
、
保
護
者
や
地

域
の
方
々
に
学
習
や
生
活
全
般
の
様
子
を
参
観
い
た

だ
き
、
学
校
で
の
児
童
の
様
子
、
授
業
の
内
容
や
方

法
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
多
用
と
は
存
じ
ま
す

が
、
ぜ
ひ
、
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

【
公
開
日
・時
程
】

６
月
６
日
（土
）

《
１
校
時
》
午
前
８
時
25
分
～
９
時
10
分

《
２
校
時
》
午
前
９
時
20
分
～
10
時
５
分

《
３
校
時
》
午
前
10
時
25
分
～
11
時
10
分

《
４
校
時
》
午
前
11
時
20
分
～
12
時
５
分

（津
波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
）

●
問
合
せ
先

小
笠
原
小
学
校

２
―
２
０
１
２

中
学
校
教
科
用
図
書
見
本
展
示
会

平
成
28
年
度
か
ら
中
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書

の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
展
示
期
間
】
６
月
５
日
（金
）～
７
月
８
日
（水
）

※
平
日
の
み

【
展
示
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分

※
母
島
は
正
午
～
午
後
１
時
30
分
ま
で
を
除
く

【
展
示
場
所
】

《
父
島
》
村
役
場
ホ
ー
ル

《
母
島
》
母
島
支
所
ホ
ー
ル

●
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日

６
月
は
、
個
人
住
民
税(

村･

都
民
税)(

第
１
期)

、

国
民
健
康
保
険
税(
第
１
期)

お
よ
び
介
護
保
険
料(

第

１
期)

の
納
期
で
す
。

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
６
月
30
日(

火)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

財
政
課
税
務
係

２
―
３
１
１
２

Ｃ
Ｏ
２
削
減

～
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～

環
境
省
で
は
、
２
０
０
３
年
よ
り
温
暖
化
防
止
の

た
め
「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
６
月
22
日
（
月
）
～
７
月
７
日
（
火
）

ま
で
の
期
間
、「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
が
、
特
に
６
月
22
日
（
月
）

の
夏
至
と
、
７
月
７
日
（
火
）
の
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・

デ
ー
（
七
夕
）
に
は
、
午
後
８
時
か
ら
10
時
ま
で
の

２
時
間
程
度
、
一
斉
に
消
灯
し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
に
ご
理
解
と
ご
賛
同
を
い

た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

環
境
課
環
境
係

２
―
３
１
１
１

行
政
相
談
所
の
開
設

【
日
程
】
６
月
17
日
（水
）

【
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時

【
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当

山
田
捷
夫

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

●
問
合
せ
先

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３
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海
上
保
安
庁
と
警
視
庁
と
の
合
同
訓

練
海
上
保
安
庁
と
警
視
庁
は
、
昨
年
の
小
笠
原
諸
島

周
辺
海
域
に
お
け
る
外
国
漁
船
密
漁
事
案
を
ふ
ま
え
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
一
層
強
化
す
る
た
め
海
上
保

安
庁
な
ど
に
よ
る
外
国
船
密
漁
事
案
の
取
締
り
訓
練

お
よ
び
警
視
庁
に
よ
る
不
法
入
国
者
検
挙
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

皆
様
、
是
非
ご
見
学
下
さ
い
。

【
日
時
】
６
月
２
日(

火)

午
後
２
時
～
３
時
40
分

【
場
所
】
青
灯
台
前
面
海
域
・
青
灯
台
第
一
岸
壁

●
問
合
せ
先

小
笠
原
海
上
保
安
署２

―
７
１
１
８

小
笠
原
警
察
署

２
―
２
１
１
０

第
２
回
兄
島
視
察
会

５
月
６
日
に
開
催
し
ま
し
た
兄
島
視
察
会
で
は
、

固
有
の
マ
イ
マ
イ
（
陸
産
貝
類
）
を
は
じ
め
と
す
る

兄
島
の
生
き
物
や
、
マ
イ
マ
イ
保
全
対
策
、
グ
リ
ー

ン
ア
ノ
ー
ル
対
策
な
ど
の
現
場
を
見
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

よ
り
多
く
の
方
に
現
場
を
見
て
い
た
だ
く
た
め
、

第
２
回
兄
島
視
察
会
を
環
境
省
・
村
役
場
の
共
催
で

開
催
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】
７
月
５
日(

日)

午
前
７
時
30
分
～

午
後
３
時

【
視
察
場
所
】
宮
之
浜
～
兄
島
滝
之
浦
～
台
地
上

【
募
集
期
間
】
６
月
１
日
（
月
）
～
１２
日
（
金
）

【
募
集
人
数
】
20
名
程
度
（
応
募
多
数
の
場
合
、
抽

選
に
よ
り
決
定
し
、
結
果
は
17
日
頃
ま
で
に
個
別

に
ご
連
絡
し
ま
す
。）

【
応
募
資
格
】

〇
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生
以
上
の
方

〇
滑
り
止
め
の
し
っ
か
り
し
た
靴
を
お
持
ち
の
方

（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
手
袋
は
貸
与
し
ま
す
）

〇
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
。

（
目
安
と
し
て
）
ハ
ー
ト
ロ
ッ
ク
往
復
、
初
寝
浦
海

岸
の
往
復
を
余
裕
で
こ
な
せ
る
程
度
の
体
力
が
必

要
で
す
。

※
途
中
、
１
０
０
ｍ
ほ
ど
急
傾
斜
な
ル
ー
ト
が
あ

り
、そ
の
一
部
の
岩
場
の
急
斜
面
で
は
ロ
ー
プ
を

伝
っ
て
20
ｍ
程
度
登
り
下
り
す
る
場
所
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ル
ー
ト
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

の
で
足
場
が
悪
く
想
像
以
上
に
体
力
を
消
耗
し

ま
す
。

●
申
込
・
問
合
せ
先

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所

２
―
７
１
７
４

平
成
26
年
度
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部

事
務
組
合
情
報
公
開
実
施
状
況
の
公
表

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
の
情
報
公
開
制

度
は
、
島
し
ょ
９
町
村
の
住
民
の
組
合
行
政
へ
の
参

加
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
組
合
の
公
正

な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
、
毎

年
１
回
の
情
報
公
開
実
施
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
情
報
公
開
実
施
状
況
を
、
次
の
と

お
り
公
表
い
た
し
ま
す
。

【
平
成
26
年
度
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合

情
報
公
開
実
施
状
況
】

《
公
開
請
求
件
数
》４
件

《
公
開
決
定
件
数
》４
件
（一
部
公
開
決
定
を
含
む
）

●
問
合
せ
先

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
総
務
課
庶
務
係

０
３
ー
３
４
３
２
ー
４
９
６
１

母
島
巡
回
労
働
相
談

当
日
、都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
は
、

電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。

【
日
時
】
６
月
15
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室

【
相
談
内
容
】

〇
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、

離
職
、
解
雇
な
ど
）

〇
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込
な
ど
）

〇
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
な
ど
）

〇
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
な
ど
）

●
問
合
せ
先

小
笠
原
総
合
事
務
所

２
―
２
１
０
２

労
働
保
険

年
度
更
新

労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
で
に
労
働
保
険
の
手
続
き
を
お
済
み
の

事
業
主
あ
て
に
、
年
度
更
新
の
書
類
一
式
を
送
付
し

て
お
り
ま
す
。（
労
働
保
険
事
務
組
合
（
小
笠
原
村
商

工
会
等
）
に
事
務
委
託
し
て
い
る
事
業
主
除
く
。）

期
日
の
７
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
、
申
告
書
の
提

出
及
び
保
険
料
の
納
付
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
事
業
所
移
転
等
の
理
由
に
よ
り
、
年
度
更
新
の
書

類
が
届
い
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
労
働
主
査
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
労
働
保
険

に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
農
林
水
産
の
一
部

の
事
業
は
除
く
）

労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労

働
保
険
の
手
続
を
し
て
い
な
い
事
業
主
は
、
早
急
に

手
続
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
総
合
事
務
所

労
働
主
査

２
―
２
１
０
２

森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林
受
付

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る

た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。

【
日
時
】
６
月
19
日
（金
）午
後
７
時
～
８
時

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室

【
必
要
な
も
の
】
①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、

お
よ
び
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

も
の
（免
許
証
な
ど
）

※
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
講
習
終
了

後
、
入
林
申
請
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
「年
間
パ

ス
」が
必
要
で
す
。
パ
ス
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
お

気
軽
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
パ
ス
を
お

持
ち
の
方
も
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
期

間
を
延
長
す
る
た
め
に
は
こ
の
講
習
を
受
講
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
パ
ス
の
有
効
期
間
は
、

受
講
し
た
日
か
ら
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
し
て
お

り
ま
す
。
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（講
習

は
、
原
則
と
し
て
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間
で

１
時
間
程
度
行
い
ま
す
）

●
問
合
せ
先

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

２
―
３
４
０
３

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３
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銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除
に
と
も
な
う

国
有
林
指
定
ル
ー
ト
・遊
歩
道
の
通
行
止
め

東
京
都
お
よ
び
環
境
省
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復

を
図
る
た
め
、
銃
器
な
ど
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を

行
な
い
ま
す
。
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の
日
程
に

お
い
て
遊
歩
道
お
よ
び
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
を
通
行

止
め
に
い
た
し
ま
す
。

作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー
ト
お
よ

び
作
業
区
域
内
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
作
業
期
間
】
６
月
10
日
（水
）～
23
日
（火
）

※
お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
日
か
ら
入
港
日
の
み
実
施

し
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
６
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

※
出
港
日
は
午
後
２
時
か
ら

※
入
港
日
は
午
前
11
時
30
分
ま
で

【
作
業
区
域
】
ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
か
ら
巽
湾
側
に
小

港
岬
ま
で
の
沿
道
と
そ
の
周
辺
山
域
（
住
宅
地
を
除

く
）

【
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
通
行
止
め
日
】

①
常
世
ノ
滝
～
千
尋
岩
方
面
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び

西
海
岸
指
定
ル
ー
ト

６
月
13
日
（土
）

②
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト

６
月
12
日(

金
）・
18
日
（木
）・
23
日(

火)

【
遊
歩
道
通
行
止
め
日
】

③
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道

６
月
11
日
（木
）・
17
日
（水
）・
19
日
（金
）

●
問
合
せ
先

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当

２
―
２
１
２
３

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所

２
―
７
１
７
４

保
健
所
・精
神
保
健
福
祉
巡
回
相
談

精
神
科
医
に
よ
る
講
演
会
、
個
別
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

◎
講
演
会

テ
ー
マ
：「
お
酒
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方
」

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
病
気
で
す
！

お
酒
を
飲
む
こ
と
が
習
慣
化
し
、
徐
々
に
飲
酒
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
る
と
、
そ
れ
は
「
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
」
の
は
じ
ま
り
で
す
。
病
気
と
対
応

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
母
島
】

《
日
時
》
６
月
７
日(

日)

午
後
３
時
30
分
～
５
時

《
場
所
》
村
役
場
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室

【
父
島
】

《
日
時
》
６
月
８
日(

月)

午
後
３
時
30
分
～
５
時

《
場
所
》
保
健
所
２
階

◎
個
別
相
談

「
や
る
気
が
起
き
な
い
」
「
気
分
が
落
ち
込
む
」

「お
酒
の
問
題
で
困
っ
て
い
る
」な
ど
、
ご
自
身
や

ご
家
族
で
お
困
り
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
？
こ
の
機
会
に
個
別
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
母
島
】

《
日
時
》
６
月
８
日
（月
）午
前

《
場
所
》
村
役
場
母
島
支
所

【
父
島
】

《
日
時
》
６
月
９
日
（火
）午
前

６
月
10
日
（水
）午
前

《
場
所
》
保
健
所

【
申
込
方
法
】
個
別
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
、
講
演
会
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
所
ま
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

【
申
込
締
切
】
６
月
５
日
（金
）ま
で

●
申
込
・問
合
せ
先

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
保
健
師

２
―
２
９
５
１

日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ
る
金
融
相
談

商
工
会
で
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
担
当
者
を
招

き
「出
張
金
融
相
談
会
」を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

事
業
資
金
全
般
の
ご
相
談
に
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
の
担
当
者
が
親
切
丁
寧
に
お
答
え
し
ま
す
。

今
後
、
借
入
の
計
画
が
あ
る
方
は
、
ま
ず
面
談
を

さ
れ
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
事
前
予
約
を
優
先
い
た
し
ま
す
の
で
、
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
父
島
】

《
日
時
》
７
月
８
日
（水
）午
前
９
時
～
正
午

午
後
２
時
～
５
時

《
会
場
》
商
工
観
光
会
館
（Ｂ
し
っ
ぷ
）２
階
会
議
室

【
母
島
】

《
日
時
》
７
月
７
日
（火
）午
後
３
時
30
分
～
５
時

７
月
８
日
（水
）午
前
９
時
～
11
時

《
会
場
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室

※
時
間
な
ど
で
都
合
が
つ
か
な
い
方
は
出
来
る
限
り

調
整
い
た
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
気
象
状
況
な
ど
で
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
。

●
申
込
・問
合
せ
先

小
笠
原
村
商
工
会

２
―
２
６
６
６

原
付
免
許
学
科
試
験
の
実
施

《
試
験
日
時
》
６
月
21
日
（日
）午
前
９
時
か
ら

《
申
込
期
限
》
６
月
19
日
（金
）午
後
５
時
ま
で

※
申
込
書
は
警
察
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

《
試
験
場
所
》
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂

●
問
合
せ
先

警
視
庁
小
笠
原
警
察
署
交
通
係

２
―
２
１
１
０

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
職
員
募
集

【
職
種
】
事
務
職(
年
度
契
約
、
更
新
あ
り)

【
応
募
資
格
】
普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

を
有
す
る
者

【
勤
務
地
】
父
島
（
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

【
募
集
人
数
】
１
名

【
採
用
予
定
日
】
７
月
１
日
以
降

【
会
場
お
よ
び
試
験
日
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
小
笠
原
村
東
京
連
絡
事
務
所(

竹
芝)

で
６
月

22
日
（月
）～
30
日
（火
）に
実
施

【申
込
締
切
】
６
月
20
日
（土
）必
着

※
履
歴
書
お
よ
び
在
職
証
明
書
を
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
下
さ
い
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会

２
ー
２
４
８
６

小
笠
原
高
等
学
校
ビ
ー
デ
祭

【
日
時
】
６
月
７
日
（日
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

【
場
所
】
小
笠
原
高
等
学
校

【
内
容
】
本
校
生
徒
に
よ
る
模
擬
店
、
展
示
、

ス
テ
ー
ジ
発
表

【
そ
の
他
】
駐
車
場
お
よ
び
駐
輪
場
は
十
分
に
あ
り

ま
せ
ん
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
車
・二
輪
車

で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
高
等
学
校

２
―
２
３
４
６

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（※
予
約
が
必
要
で
す
。
）

【
相
談
内
容
・時
間
】
無
料
法
律
相
談

（１
コ
マ
40
分
以
内
）

【
母
島
】

《
日
時
》
６
月
13
日
（土
）午
後
７
時
～
９
時

《
場
所
》
母
島
支
所

【
父
島
】

《
日
時
》
６
月
14
日
（日
）午
後
３
時
～
５
時

《
場
所
》
村
役
場

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
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（土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

●
問
合
せ
先
・予
約
電
話
番
号

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談

【
実
施
日
程
】
６
月
26
日
（金
）

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
）

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
事
前
予
約
受
付
番
号

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５

●
当
日
相
談
電
話
番
号０

３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ

【
６
月
の
開
館
】
お
が
さ
わ
ら
丸
の
入
港
日
～

出
港
日

【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

【
特
別
展
】

《
新
館
》「
い
る
か
展
」
～
見
て
！
泳
い
で
！
も
っ
と

わ
か
る
！

(

開
催
中)

小
笠
原
で
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
ス
イ
ミ
ン
グ
で

き
る
身
近
な
イ
ル
カ
た
ち
を
分
か
り
や
す

く
紹
介
し
ま
す
。

【
企
画
展
】

《
本
館
》
「国
立
公
園
・野
生
生
物
フ
ォ
ト
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
」（６
月
４
日
ま
で
）

●
問
合
せ
先

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

２
―
３
０
０
１

「ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・キ
ッ
ズ
」開
催

◎
第
42
回
「惑
星
た
ち
の
い
の
ち
」

木
星
と
土
星
が
見
え
て
き
た
よ
！
望
遠
鏡
で
み
て

み
よ
う
！
木
星
や
土
星
に
、
生
き
も
の
は
い
る
の
か

な
？

【
日
時
】
６
月
17
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能

【
募
集
人
数
】
30
名

【
集
合
場
所
】
奥
村
運
動
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（
保
険
代
含
む
）

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円

【
申
込
締
切
】
６
月
16
日
（
火
）
ま
で

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

国
立
天
文
台
内

２
―
７
３
３
３

お
が
さ
わ
ら
丸
夏
期
乗
船
券
の
発
売
日

村
民
の
皆
さ
ま
の
乗
船
枠
は
十
分
ご
用
意
し
て
い

ま
す
が
、
夏
休
み
に
上
京
予
定
の
方
は
、
乗
船
券
を

お
早
め
に
ご
予
約
ま
た
は
、
ご
購
入
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
７
月
分
】
予
約
、
発
売
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

【
８
月
分
】
６
月
８
日
（月
）よ
り
予
約
、
発
売
開
始

【
９
月
分
】
９
月
19
日
東
京
発
～
９
月
26
日
父
島

発
便
は
７
月
24
日
（金
）よ
り
予
約
、
発
売
開
始
。

他
の
便
は
通
常
通
り
東
京
出
港
便
の
２
か
月
前
か

ら
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先

《
父
島
》
小
笠
原
海
運
㈱

２
―
２
１
１
１

《
母
島
》
東
京
島
し
ょ
農
協
母
島
店３

―
２
３
３
１

お
が
さ
わ
ら
丸
で
行
く

硫
黄
島
３
島
ク
ル
ー
ズ
参
加
者
募
集

今
年
も
お
が
さ
わ
ら
丸
で
の
原
生
自
然
環
境
保
全

地
域
南
硫
黄
島
を
含
む
、
北
硫
黄
島
、
硫
黄
島
３
島

の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

【
実
施
日
時
】

７
月
13
日
（月
）午
後
７
時
父
島
出
港
～

７
月
14
日
（火
）午
後
７
時
父
島
着

【
参
加
費
】

○
大
人

２
万
２
千
円

○
学
生

１
万
９
千
円

○
小
学
生

１
万
１
千
円

※
参
加
費
に
は
２
等
船
賃
、
旅
行
傷
害
保
険
料
お

よ
び
消
費
税
を
含
み
ま
す
。

※
上
級
席
を
ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
各
島
に
は
上
陸
で
き
ま
せ
ん
の
で
船
上
か
ら
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
双
眼
鏡
な
ど
お
持
ち
の
方
は
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
海
上
状
態
に
よ
り
行
程
の
一
部
変
更
ま
た
は
中

止
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
込
締
切
】
６
月
30
日
（火
）ま
で

●
申
込
・問
合
せ
先

小
笠
原
海
運
（株
）父
島
営
業
所
２
―
２
１
１
１

６月の燃料油価格変動調整金
６月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い

合わせください。※（ ）内は変動調整額 単位：円

伊
豆
諸
島
開
発
㈱

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０

貨
物
運
賃

１ 等 品 ８，９６６ （+672）

２ 等 品 ８，４０６ （+630）

３ 等 品 ７，８４６ （+588）

小口貨物

（１口）

０．１０トン以下 ８９８ （+67）

０．０７５トン以下 ６７７ （+51）

は
は
じ
ま
丸

等 級 大 人 小 人

２ 等 ４，４００ （+520） ２，２００ （+260）

１ 等 ８，８１０ （+1,050） ４，２３０ （+530）

村民割引
（往復）２等 ５，２８０ （+620） ２，６４０ （+310）

小
笠
原
海
運
㈱

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１

お
が
さ
わ
ら
丸

等 級 大 人 小 人

２ 等 ２３，５６０ （+350） １１，７８０ （+170）

特 ２ 等 ３５，３４０ （+530） １７，６７０ （+260）

１ 等 ４７，１４０ （+700） ２３，５７０ （+350）

特 １ 等 ５４，５００ （+810） ２７，２５０ （+400）

特 等 ５８，９９０ （+880） ２９，５００ （+440）

２等（学割） １８，８５０ （+280）
２等

（身体障害者割引） １１，７８０ （+170） ５，８９０ （+80）
村民割引
（往復）２等 ３５，３４０ （+520） １７，６７０ （+250）

貨
物
運
賃

１ 等 品 １５，７９４ （＋156）

２ 等 品 １４，７０４ （＋146）

３ 等 品 １３，５２６ （＋134）

小口貨物

（１口）

０．１０トン以下 １，５８３ （＋16）

０．０７５トン以下 １，１７８ （＋12）
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専
門
診
療

◎
小
児
科

【
父
島
】

《
日
時
》
６
月
13
日
（土
）午
後
２
時
診
察
開
始

《
受
付
時
間
》
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
ま
で

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所

【
母
島
】

《
日
時
》
６
月
15
日
（月
）午
前
10
時
診
察
開
始

《
受
付
時
間
》
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
ま
で

《
場
所
》
母
島
診
療
所

◎
産
科
・婦
人
科

【
母
島
】

《
日
時
》
６
月
20
日
（土
）

《
場
所
》
母
島
診
療
所

【
父
島
】

《
日
時
》
６
月
22
日(

月)

～
23
日(

火)

25
日(

木)

～
26
日(

金)

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所

予
約
制
で
実
施
い
た
し
ま
す
。
電
話
ま
た
は
ご
来

所
く
だ
さ
い
。（予
約
は
水
曜
日
を
除
く
平
日
の
午
後

１
時
30
分
～
５
時
の
間
で
受
け
付
け
ま
す
）

●
問
合
せ
先

小
笠
原
村
診
療
所

２
―
３
８
０
０

母
島
診
療
所

３
―
２
１
１
５

小
笠
原
村
診
療
所
（父
島
）歯
科
の
休
診

【
休
診
日
】
６
月
22
日
（月
）～
７
月
７
日
（火
）の
期

間
休
診
し
ま
す
。
な
お
、
６
月
22
日(

月)

の
急
患

診
察
（
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
～
９
時
）
は

行
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
村
診
療
所

２
ー
３
８
０
０

定
期
予
防
接
種

【
父
島
】

《
日
時
》
６
月
４
日
（
木)

午
後
２
時
30
分
～
４
時

６
月
25
日
（
木
）
午
後
４
時
～
４
時
30
分

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所

【
母
島
】

《
日
時
》
６
月
４
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分
～
４
時

６
月
25
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分
～
４
時

《
場
所
》
母
島
診
療
所

○
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
）

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し

ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日

本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

・
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
）、
三
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
）

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診

今
月
は
小
児
科
医
が
来
島
し
ま
す
。
対
象
者
の
方

に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。
６
歳
未
満
の
乳

幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、
計
測
の
み
を
希
望

の
方
は
、事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）

３
歳
の
乳
幼
児

【
父
島
】

《
日
時
》
６
月
14
日
（日
）

受
付
時
間

午
前
９
時
～
10
時
30
分
、

午
後
２
時
～
３
時

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

【
母
島
】

《
日
時
》
６
月
15
日
（月
）

受
付
時
間

午
後
２
時
～
３
時

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

育
児
学
級

歯
科
の
会
（父
島
）

歯
科
衛
生
士
か
ら
の
歯
の
磨
き
方
や
歯
に
ま
つ
わ

る
話
、
歯
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
る
会
を
催
し

ま
す
。
一
緒
に
歯
の
磨
き
方
を
振
り
返
り
ま
せ
ん

か
？

【
対
象
者
】

１
歳
位
～
３
歳
位
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

【
持
ち
物
】
母
子
手
帳
、
い
つ
も
使
っ
て
い
る

歯
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル

【
日
時
】
６
月
26
日
（金
）午
前
10
時
～
11
時

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

●
予
約
・問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係
２
―
３
９
３
９

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
）

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
月

か
ら
室
内
運
動
と
な
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
、
セ
ラ

バ
ン
ド
体
操
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

【
日
時
】
①
６
月
10
日
（水
）
②
７
月
１
日
（水
）

①
②
と
も
午
前
９
時
30
分
～
11
時

【
集
合
場
所
】

①
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
入
口

②
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

【
持
ち
物
】
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

予
防
接
種
の
実
施
（父
島
）

保
育
園
年
長
、
小
学
６
年
生
の
方
を
対
象
に
、
定

期
予
防
接
種
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は

個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

【
接
種
種
類
】

《
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
》
保
育
園
年
長

《
２
種
（ジ
フ
テ
リ
ア
・破
傷
風
）混
合
》小
学
６
年
生

【
実
施
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所

【
実
施
日
】

○
６
月
11
日
（木
）(

保
育
園
年
長
対
象)

○
６
月
18
日
（木
）(

小
学
６
年
生
対
象)

【
受
付
時
間
】
通
知
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９
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世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー

◎
最
近
の
外
来
種
対
策
の
取
組
状
況

【
外
来
ネ
ズ
ミ
対
策
】

兄
島
に
お
け
る
ク
マ
ネ
ズ
ミ
の
増
加
に
よ
っ
て
、

固
有
の
陸
産
貝
類
が
急
速
に
減
少
し
絶
滅
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
笠
原
諸
島
の
世
界
自
然
遺

産
の
価
値
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

カ
ゴ
罠
に
よ
る
ネ
ズ
ミ
の
捕
獲
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

強
化
な
ど
緊
急
的
な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

危
機
的
な
状
況
を
回
避
す
る
た
め
に
は
よ
り
効
果

的
な
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
科
学
委
員
会
の
助
言
を

受
け
な
が
ら
、
管
理
機
関
や
地
域
連
絡
会
議
に
お
い

て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
兄
島
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
対
策
】

父
島
・
母
島
で
昆
虫
相
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
た

グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
３
月

に
兄
島
南
部
へ
の
侵
入
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
管
理

機
関
や
村
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
民
間
組
織
が
緊
急
的

な
対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

拡
散
を
防
止
す
る
た
め
の
侵
入
防
止
柵
の
設
置
と

低
密
度
化
の
た
め
の
捕
獲
を
並
行
し
て
実
施
し
、
分

布
域
の
急
激
な
拡
大
を
抑
え
込
む
こ
と
を
実
現
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
拡
散
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
難

し
く
、
保
全
上
特
に
重
要
な
地
区
に
お
け
る
局
所
的

な
根
絶
手
法
の
確
立
な
ど
が
今
後
の
課
題
で
す
。

◎
種
間
相
互
の
関
係
と
村
民
生
活

特
に
緊
急
性
の
高
い
ネ
ズ
ミ
や
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー

ル
以
外
に
も
、
ノ
ヤ
ギ
や
ノ
ネ
コ
の
捕
獲
、
外
来
植

物
の
駆
除
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
ヤ
リ
ガ
タ
リ
ク
ウ
ズ
ム
シ
や
外
来
ア
リ

な
ど
の
新
た
な
外
来
種
の
侵
入
・
拡
散
を
防
止
す
る

こ
と
も
課
題
で
す
。

外
来
種
対
策
に
お
い
て
は
、
個
々
の
種
を
駆
除
し

た
り
、
拡
散
を
防
止
し
た
り
す
る
技
術
を
磨
く
こ
と

も
重
要
で
す
が
、
生
態
系
全
体
に
お
け
る
種
間
の
相

互
関
係
を
見
据
え
て
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
外
来
種
の
中
に
は
侵
入
に
よ
っ
て

直
接
的
に
村
民
生
活
に
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ

る
種
も
い
ま
す
し
、
種
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
変
化
し
た

こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
影
響
を
生
じ
さ
せ
る
種
も
あ

り
ま
す
。

こ
の
た
め
、「
何
を
守
る
の
か
」（
＝
世
界
遺
産
・

小
笠
原
は
ど
の
よ
う
な
姿
を
目
指
す
の
か
）
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
管
理
機
関
だ
け
で
は
な
く
、
広
く

関
係
者
が
共
通
認
識
を
持
っ
て
対
策
を
検
討
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
今
後
も
、
各
種
説
明
会
や
村
民
意

見
交
換
会
、
視
察
会
を
通
じ
て
、
現
状
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
意
見
を
い
た
だ
く
機
会
を
大
事
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
世
界
自
然
遺
産
の
管
理

小
笠
原
の
世
界
自
然
遺
産
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

科
学
委
員
会
、
地
域
連
絡
会
議
、
管
理
機
関
（
事
務

局
）
の
３
者
の
連
携
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
か
ら
村
役
場
に
環
境
課
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
６
月
末
に
は
遺
産
登
録
か
ら
丸
４
年
で
す
。

世
界
に
認
め
ら
れ
た
小
笠
原
の
価
値
を
守
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
と
調
和
し
た
村
民
生
活

を
実
現
す
る
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ひ
き

つ
づ
き
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

環
境
課
環
境
係

２
‐
３
１
１
１

天
然
記
念
物
の
コ
ー
ナ
ー

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ

第
３
貝
「
な
め
く
じ
と
ま
い
ま
い
」

私
は
ナ
メ
ク
ジ
が
大
嫌
い
だ
。
あ
の
ヌ
メ
ヌ
メ
感

が
最
悪
で
あ
る
。
山
道
で
う
っ
か
り
巨
大
な
ヤ
マ
ナ

メ
ク
ジ
を
踏
ん
で
し
ま
っ
た
時
な
ど
、
そ
の
お
ぞ
ま

し
い
光
景
と
感
触
に
、
思
わ
ず
絶
叫
し
て
し
ま
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。

か
く
も
邪
悪
な
ナ
メ
ク
ジ
ど
も
で
あ
る
が
、
実
は

「
分
類
学
」
上
は
、
愛
ら
し
い
カ
タ
ツ
ム
リ
た
ち
と

同
類
、
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
陸

に
す
む
貝
類
の
う
ち
、
貝
殻
の
な
い
も
の
を
総
称
し

て
ナ
メ
ク
ジ
（slug

）、
と
呼
ん
で
い
る
だ
け
だ
。「
○

○
ナ
メ
ク
ジ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
連
中
が
、
必
ず
し

も
み
な
縁
の
近
い
仲
間
と
は
限
ら
な
い
。

た
と
え
ば
チ
ャ
コ
ウ
ラ
ナ
メ
ク
ジ
は
、
よ
く
家
屋

に
忍
び
込
ん
で
き
て
、
私
を
た
び
た
び
絶
叫
さ
せ
る

恐
ろ
し
い
奴
だ
が
、
陰
湿
さ
と
い
い
醜
悪
な
姿
と
い

い
、
そ
れ
と
う
り
ふ
た
つ
な
ノ
ナ
メ
ク
ジ
と
は
実
は

赤
の
他
人
で
、
驚
い
た
こ
と
に
、
白
く
丸
い
殻
も
キ

ュ
ー
ト
な
ヒ
メ
コ
ハ
ク
ガ
イ
や
、
清
楚
な
薄
紅
色
の

殻
に
濃
紫
の
帯
を
纏
っ
た
お
洒
落
な
タ
チ
バ
ナ
マ
イ

マ
イ
の
兄
弟
な
の
だ
。

つ
ま
り
進
化
の
過
程
で
、
カ
タ
ツ
ム
リ
は
違
う
時

代
、
違
う
場
所
で
何
度
も
殻
を
脱
ぎ
捨
て
た
、
と
い

う
わ
け
だ
。
実
は
小
笠
原
で
も
ナ
メ
ク
ジ
へ
の
進
化

が
起
き
て
い
る
。
母
島
で
人
気
の
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
カ

モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
が
そ
れ
だ
。
た
だ
し
、
ま
だ
背
中
に

小
さ
な
殻
を
載
せ
て
い
て
、
ナ
メ
ク
ジ
に
は
な
り
き

っ
て
い
な
い
。
お
か
げ
で
、
そ
の
姿
は
愛
ら
し
い
。

し
か
し
い
ず
れ
、
あ
と
何
万
年
も
す
れ
ば
、
可
愛

い
彼
女
も
変
身
を
完
了
し
、
世
に
も
醜
い
ナ
メ
ク
ジ

と
化
す
の
だ
ろ
う
。

【
文
】
東
北
大
学
教
授

千
葉
聡

【
イ
ラ
ス
ト
】
小
笠
原
高
校

髙
橋
海
里
・
高
橋
ひ

か
る

●
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７

管理のあり方を検討、連絡・調整

管理機関

（事務局）

地域連絡会議
（島内関係機関）

遺産地域の管理にあたる

行政機関（環境省、林野庁、

東京都、小笠原村）

科学委員会

科学的見地から

の必要な助言
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海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

そ
の
169

―
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
が
始
ま
り
ま
し
た
―

今
年
は
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
来
遊
時
期
が
例
年
に
比

べ
て
遅
く
、
３
月
に
入
っ
て
も
交
尾
ガ
メ
の
目
撃
情

報
が
あ
ま
り
入
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
た
め
、

今
年
は
産
卵
開
始
も
遅
れ
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
４
月
下
旬
に
小
港
海
岸
で
初
産
卵
を
確
認

後
、
５
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
他
の
海
岸
で
も
続
々

と
産
卵
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
笠
原
で
は
、
例
年
７
月
頃
に
産
卵
シ
ー
ズ
ン
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
の
で
、
夏
に
か
け
て
夜
の
海
岸
で

ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
を
目
に
す
る
機
会
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
産
卵
の
た
め
に
上
陸
し
て
く
る
ウ
ミ
ガ
メ

の
中
に
は
、
産
卵
場
所
を
探
し
て
い
る
間
に
道
路
に

出
て
し
ま
う
ウ
ミ
ガ
メ
も
い
ま
す
。
特
に
大
村
海
岸

付
近
や
奥
村
運
動
場
横
、
扇
浦
で
は
毎
年
ウ
ミ
ガ
メ

の
迷
走
が
あ
り
ま
す
の
で
、
夜
間
に
付
近
を
通
る
場

合
は
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

他
に
も
人
工
物
や
木
の
根
に
挟
ま
っ
て
動
け
な
く

な
る
ウ
ミ
ガ
メ
も
い
ま
す
。
も
し
そ
ん
な
ウ
ミ
ガ
メ

を
発
見
し
た
ら
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー２

―
２
８
３
０

※
夜
間
対
応
携
帯
電
話
（
６
月
よ
り
）

０
９
０
―
１
４
６
１
―
３
１
７
１

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://bonin-ocean.net

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー

「
ザ
ト
ウ
シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返
っ
て
」

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
シ
ー
ズ
ン
中
は
、
ウ
ェ
ザ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
定
点
観
測
結
果
を
お
伝
え
し
て

き
ま
し
た
。
今
月
は
、
定
点
観
測
結
果
の
ま
と
め
を

お
伝
え
し
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
１
月
後
半
か
ら
発
見
頭
数
の
少

な
い
時
期
が
続
き
ま
し
た
が
、
３
月
の
後
半
以
降
、

発
見
頭
数
の
増
加
が
認
め
ら
れ
、
４
月
以
降
は
例
年

よ
り
多
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
Ｇ
Ｗ
期
間

中
も
親
子
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
群
が
見
ら
れ
、
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
に
、
満
足
し
て

い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
何
ら
か
の
理
由
で
、
来
遊
の
ピ
ー

ク
が
遅
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
調
査

を
継
続
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
６
月
４
日
に
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
発
見
し
て

い
ま
す
。
こ
の
時
期
の
発
見
情
報
は
、
生
態
を
知
る

上
で
非
常
に
貴
重
な
情
報
と
な
る
の
で
、
も
し
ザ
ト

ウ
ク
ジ
ラ
を
発
見
し
た
場
合
は
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

出
産
・
子
育
て
の
た
め
、
小
笠
原
に
や
っ
て
き
た

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
で
す
が
、
６
月
以
降
は
ミ
ナ
ミ
ハ
ン

ド
ウ
イ
ル
カ
の
出
産
時
期
と
な
り
ま
す
。
ド
ル
フ
ィ

ン
ス
イ
ム
や
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
中
に
、
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル

カ
に
出
会
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の

際
は
親
子
に
配
慮
し
た
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
合
せ
先

一
般
社
団
法
人
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会

２
ー
３
２
１
５

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
場
所
を
守
る

た
め
に

都
立
大
神
山
公
園
内
の
大
村
海
岸
は
、
ア
オ
ウ
ミ

ガ
メ
に
と
っ
て
大
切
な
産
卵
場
所
で
す
。

今
年
も
産
卵
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
、
９
月
頃
ま
で

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
海
岸
に
上
陸
し
て
き
ま
す
。
ア
オ

ウ
ミ
ガ
メ
が
安
心
し
て
産
卵
で
き
る
よ
う
、
図
で
示

し
た
植
栽
地
（蛇
か
ご
と
砂
浜
ま
で
の
間
）に
は
立
ち

入
ら
な
い
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
・孵
化
が
終
わ
る
頃

(

10
月
頃)

ま
で
、
夜
間
、
大
村
中
央
地
区
の
園
内
灯

の
消
灯
と
迷
走
ガ
メ
防
止
ゲ
ー
ト
を
閉
鎖
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
足
元
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係
２
―
２
１
２
３

公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会
大
神
山
公
園

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

２
―
７
１
７
０

図. 定点観測における平均発見頭数の推移
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―村民課福祉係 —

— 第１８４号 ―

クジラの伝言板

村民課福祉係

2－3939

保 健 師：今月は小笠原村診療所歯科衛生士の佐藤貴代さんにご協力をいただきました。

ク ジ ラ：キシリトール入りの製品を買う時は、どんなものを選べばよいですか？

佐藤さん：様々なキシリトール配合製品が発売されていますが、キシリトールの効果が期待で

きるのは口の中に長く留まるガムかタブレットです。また購入する際には、糖類０g

でキシリトールが 50％以上含まれていることを確認しましょう。

保 健 師：キシリトールと書いてあっても、成分表示を確認することが大切ですね。正しく活

用して「むし歯０」を目指しましょう！

クジラ・保健師：佐藤さん、ありがとうございました！

6 月 4 日～10 日は「歯と口の健康週間」です。

キシリトールは自然の甘味料です。多くの果実や野菜の中に天然で含まれています。

私たちがガム等で口にするキシリトールは、白樺などの木からとれる「キシランヘミセルロース」を原料に作られ

ていて、日本では１９９７年４月に食品添加物として認可されました。それ以前からも点滴の輸液成分として使用

されるなど、キシリトールは人体にとって安全なものとして知られていました。

「むし歯の発生を防ぐ」効果が証明されている甘味料は、キシリトールだけです。

キシリトールってなに？

① 「むし歯の原因にならない」

キシリトールは、砂糖のように虫歯の原因となる「酸」をまったく作りません。さらに酸の中和を促進する

働きも持っています。唾液も出やすくなるなど、口中をむし歯になりにくい状態に保ってくれます。

②「むし歯の発生、進行を防ぐ」

むし歯の原因となるプラーク（歯垢）をつきにくくし、歯の石灰化を促します。

③「ミュータンス菌の活動を弱める」

むし歯の大きな原因とされる原因菌（ミュータンス菌）の活動を弱める働きを持っています。

このむし歯原因菌への働きは、他の甘味料にはみられないキシリトールだけの効果です。

キシリトールがむし歯を防ぐチカラ

むし歯予防に効果の高いキシリトールですが、それだけでむし歯を防げるわ

けではありません。

右の図の様に、むし歯予防には４つの大切な要素があり、キシリトールはそ

れらの効果をパワーアップするための支えになると考えられています。

まずは、正しく歯を磨いたり、フッ素が配合された歯磨き粉を使ったりする

事が大切です。

キシリトールは、プラークを剥がれやすくし、ブラッシングの効果を上げた

り、フッ素と一緒になってより歯を硬くするなど、普段のむし歯予防に加え

る事で大きな効果を発揮します。毎日の習慣にプラスしてむし歯予防をしっ

かりサポートしてくれる。それがキシリトールなのです。

毎日のむし歯予防をパワーアップ！



入港日(三宅島寄港便) 出港日

兄島視察会申込期間（～12） ギャラクティック・キッズ申込締切

専門診療（耳鼻咽喉科）父島(～６） 行政相談所の開設

海上保安庁と警視庁との合同訓練 ギャラクティック・キッズ開催

小港～高山・ジョンビーチ方面遊歩道通行止め

赤旗山方面指定ルート通行止め

予防接種(2種混合)（父島）

出港日 入港日(八丈島寄港便）

定期予防接種(父島・母島) 硫黄島掃海訓練による操業制限（～２８）

小港～高山・ジョンビーチ方面遊歩道通行止め

中学校教科用図書見本展示会（～7/8） 原付免許学科試験申込期限

ノヤギ駆除 森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習（母島）

父島返還祭

小笠原小学校学校公開 母島返還祭（前夜祭）

専門診療（産科・婦人科）母島

社会福祉協議会職員募集締切

入港日 母島返還祭（当夜祭）

小笠原高等学校ビーデ祭 原付免許学科試験実施日

精神保健福祉講演会（母島） 高校図書館開放

村長選立候補予定者説明会 出港日(八丈島寄港便)

専門診療（耳鼻咽喉科）母島(～９） 専門診療（産科・婦人科）父島（～23、25～26）

精神保健福祉講演会（父島） 小笠原村診療所（父島）歯科の休診（～７/７）

保健所・精神保健福祉個別相談（母島） ＣＯ2削減ライトダウンキャンペーン（～7/7）

パッションフルーツ即売会(父島) 赤旗山方面指定ルート通行止め

保健所・精神保健福祉個別相談（父島）（～10）

出港日 ノヤギ駆除

村民相談 農業経営改善計画書・青年等就農計画書記入相談会（母島）（～２５）

ヘルスアップ教室（父島）

村議会第2回定例会（1日目） 入港日

予防接種（麻しん風しん混合）（父島） 定期予防接種(父島・母島)

小港～高山・ジョンビーチ方面遊歩道通行止め

村議会第2回定例会（２日目） 小笠原村日本復帰記念の日

赤旗山方面指定ルート通行止め 観光マーケティング調査報告会（母島）

育児学級 歯科の会（父島）

入港日 電話による無料法律相談

硫黄島訪島事業（～１６） 観光マーケティング調査報告会（父島）

専門診療（小児科）父島

常世ノ滝～千尋岩方面指定ルートおよび西海岸指定ルート通行止め 出港日

東京三弁護士会による法律相談（母島） 高校図書館開放

乳幼児健診・歯科健診（父島）

東京三弁護士会による法律相談（父島） 農業経営改善計画書・青年等就農計画書記入相談会（父島）

高校図書館開放

専門診療（小児科）母島

乳幼児健診・歯科健診（母島） ノヤギ駆除

母島巡回労働相談 個人住民税、国民健康保険税および介護保険料納期限（口座振替日）
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